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資料２ 

文化芸術振興基本計画[第４期]の策定に向けて 

 

現行の計画は 1 年の延伸後、令和７年３月で終了することから、文化芸術を取り巻く環境の変

化等を踏まえ、第４期計画の策定を行います。 

 

１．現計画について 

（１）概要 

名称：大和市文化芸術振興基本計画（第 3 期） 

根拠：大和市文化芸術振興条例、文化芸術基本法（地域文化芸術推進基本計画） 

策定：平成３１年３月 

領域：文化芸術基本法が定義する文化芸術の領域を範囲とする 

期間：平成３１年４月～令和７年３月（５年間＋１年延伸予定） 

 

（２）計画の性格 

・将来都市像を文化芸術の側面から実現する計画 

・大和市文化芸術振興条例の目的、基本理念を具現化する計画 

・市民と市の役割を明らかにし、共有することができる計画 

・文化芸術基本法の趣旨を踏まえ、国の施策との連携を図る計画 

 

（３）計画の体系 

・「文化の薫るまち 健康都市やまと」目指すべき姿として、実現のための６つの施策目標と方

策を定めています。 

 

（４）文化芸術振興の担い手と役割、モニタリング 

・実効性の高い計画とするため、担い手やその役割分担を明確化するとともに、計画の適正な

進捗管理のためのモニタリング項目を設けています。 

 

２．文化芸術を取り巻く環境の変化 

（１）新型コロナウイルス感染症が文化芸術にあたえた影響 

・令和２年に発生した、世界規模の新型コロナウイルスの感染拡大は、対面的な活動が大きく

制限されることにより、文化芸術活動も大きく停滞した期間となった。 

・対面的な活動が制約されることで、これまで進んでいなかった ICT 技術の活用が大きく進展

し、文化芸術分野においてもリモート環境での鑑賞活動が行われる等の影響を与えた。 

 

（２）文化芸術を活用した地域振興や観光促進への期待の高まり 

・２０２０年に制定された「文化観光拠点施設を中心とした地域における文化観光の推進に関

する法律（文化観光推進法）」により、全国的に文化施策を通じて地域活性を図るという機運

が高まってきている。 
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（３）多様性を受け入れる社会的気運の醸成 

・SDGｓ（エス・ディー・ジーズ）の認知度の向上もあり、メディア等で多様性（ダイバーシ

ティ）が取り上げられる頻度も増え、多様な価値観、習慣、文化を受入れていこうという機

運が高まってきている。 

・多様性を受け入れる社会を実現するための要素として、文化芸術が果たす役割への期待が増

してきている。 

・平成３０年６月に「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」が制定され、障害者の

文化芸術の創造・鑑賞の機会の拡大や作品発表の機会確保などが盛り込まれた。 

 

３．第４期計画の策定にむけて 

（１）概要 

改定：令和 7 年 3 月 

期間：令和 7 年 4 月～令和 12 年 3 月（5 年間） 

 

（２）基本的な考え方 

・大和市文化芸術振興条例に定める目的と基本理念にのっとり、計画の連続性を持たせるため、

前計画の施策体系（施策目標）を継続します。 

・新しい総合計画との整合を図りつつも、環境の変化やニーズの変化をふまえ、さらに発展で

きるような新しい方策を取り入れます。 
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〇文化芸術振興基本計画の会議スケジュール（予定） 

 

年度 開催 計画策定に関する内容 その他の内容 

５ 
第３回 
（3 月） 

・現計画の延伸について 
・モニタリング項目の目標値の変更 
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第１回 

（７月） 

・計画原案の審議① 

（計画の骨子） 
令和 5 年度の実績報告 

第２回 
（８月） 

・計画原案の審議② 
（モニタリング項目） 

文化芸術顕彰者の審議 

委嘱式 

第３回 
（９月） 

・計画原案の審議③ 
※必要に応じて実施（書面の可能性もあり） 

 

第４回 
（１月） 

・計画案の諮問 
・市議会、教育委員会への意見聴取の結果報告 
・意見公募手続の結果報告 

・計画案の審議（答申書の作成審議） 

 

第５回 
（２月） 

・計画案に対する答申 
・計画案の最終確認 

 

 

 

 

 

 


